
新春のお慶びを申し:

麟 の 1年は4月 から3月 までとは言え、や

はり1月 は清新な思いがする特ЯJな節日です。

元日を起点にして様々なことが始まり、初詣、初

釜、初売りのように「初」が付く言葉、出初め、

書き初めのように「初め」が付<言葉など、1年

の最初に行うことを儀式的に取り組むのは、日

本の伝統的な風習です。小学生の頃、宿題だっ

た書き初めを年末に書き終えてしまい、「書き

初めの意味がわかってない|」 と健親に叱られ

たことをよく覚えています。

昭D年の計は元旦にありJということわざが

あります。初日を見ながら「今年はこんな年

にしよう」と心新たに決意を固めることから、

何事もまず初めに計画を立てることが大切だ

という意味で使われます。毎年、その時の自

分の置かれた状況によって、「仕事がうまくい

くように○○を続けるJ「 勉強で好成績が残せ

るように古手な○○を克服する」「健康に生活

できるように○○を心がける」などの目標を立

てることは大切ですし、きっとみなさんも、年

の初めに新たな決意をされたのではないかと

思います。

0ま で、私も「今年はこれを達成しよう」と

目標を立てたこともありましたが、何年か前か

ら、新年には「ゆずる、つつしむ、感謝するJとい

う毎年同じ言葉を掲げ、1年間自分の中で心が

けるための誓いの機会とするようになりました。

この「ゆずる」「つつしむJ「感謝する」の3つが、

私を含めた現代人が忘れがちなことのように

強く思つたからです。

α がそうだとは言えませんが、「自分が損

をするのは嫌だ」「自分がよければいい」という、

やつた者勝ち、言つた者勝ちの世の中にをつて

しまっているのではないか、と思うことが多々あ

ります。そうではなく、人の笑顔のために譲り、

自分は浅ましいことをしないように慎み、そして

生きて過ごせていることを周りに感謝する、そ

ういう世の中であつてほしいと願います。

● ま言つても、いつもいつも聖人君子のよう

に行動できるわけではありません。自分中心に

考えてしまうこともありますし、感謝が足りなか

つたなと反省することもあります。ですから元

旦に、自分は昨年1年間「譲れたのかJ「 1真めた

のかJ「 感謝できたのかJと 省みて、まだまだ十

分ではなかったので、自戒を込めて、今年も「ゆ

ずる、つつしむ、感謝する」を忘れないようにし

ようと年頭に考えることが、毎年続いているの

です。

C)19年のうち平成31年は4か月で終わり、

そのあとは新しい元号の元年が始まります。今

年はどのような年になるのでしょうか。天沼小

学校の子どもたちが良い1年を過ごせるように、

教職員―同力を合わせてまいりますので、ご理

解とご支援を賜りますよう、本年もどうぞよろ

しくお願 tヽいたします。

礼儀正しく過ごしましょう 寒さに負けず元気に過ごそう 食事のマナーをきちんと
身につけましょう
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は 1月 の行事予定 は

天沼小学校支援本部(あまぬまワンダラーズ)の

活動を紹介します

12月 11日 に6年生は裁半」傍聴と国

会議事堂見学を行いました。小学生が

本物の裁判を傍聴する学習は、学校と

地域 保護者が連携協働する天沼小な

らではの取組。支援本部は、この体験

が児童にとって大切な学びであると考

え、先生方とともに万全の準備をして

当日を迎えます。児童は、小関弁護士

によるアクティブラーニング事前学習、

裁判の仕組み、傍聴の態度をしっかりと

学び、また、引率保護者の方々も事前実

踏をして臨み訣す。

児童の学びのために、多くの人たちの

思いが結集している学習の一つです。

日 曜
．

1 央 7E日

2 水

3 本

4 金

5 土

6 曰

7 月 冬季休業日終

8 人 人曜5時間 始業式 給食始

9 水 読書 計波」6 書き初め56 委員会⑨
10 木 読書 計測2こ 書き初め 432年生木曜6時間授業始

金 読書  言十汲」4

12 土 土曜授業3時間 給食なし AKA交流授業

13 日

14 月 成人の日

15 央 全校朝会 計沢J3 フォ

16 水 特時B 計測5

17 木 集会② 安全指導 計沢」1 校内書初め展始
18 金 天沼FP245
19 土 校内書初め展 9:00～ 12:00M3:00～ 16:00
20 曰 校内書初め展 9:00～ 12:00&13:00～ 16:00
21 月 全校朝会 理科出前3 校内書初め展終

22 央 天沼FP136 HSフォ

23 水 読書 12こ 央曜 5時間

24 木 読書 校内百人一首大会

25 金 かけ足 245 わくわく交流3 防災館見学4

26 土

27 日

28 月 全校朝会(図書)読書週間始

29 央 読書 社会科見学 5(7●)HSフォ

30 水 読書34 クラブ活動⑨
31 木 午前授業(4年 1組のみ5時間授業)読 書

1月の朝遊びカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

8 9 10 11 12

15 16 17 18 メ

21 22 23 24 25

地 域 と学 校 が 連 携 。協 働 す る   学校運営協議会委員 生重 幸恵

文部科学省は、学校を支援する活動を広げ

て学校での学びの支援にとどまらず、地域での

さまざまな活動をつなげエリア全体で見守り、関

わり、参加していく人々を増やしていくことを進

めています。

私たちの天沼エリアはコミュニテイ・スクール

です。あまぬまワンダラーズ、活発なおやじの会

の活動、熱心なPTA、 等々。これから望まれる

地域での協働はすでに充実した形で行われて

います。これからも保護者の理解と協力で子ど

もたちの笑顔が弾ける環境をつくっていくことが

重要です。

12月 の学校運営協議会は

学校評価アンケートの質問内容に

ついて協議をしました。
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)。「I薩携教育につし1て
なぜ、幼・保・小連携 ?

入学に際して、子供は期待と同時に不安を抱いています。小学校でのスタート日ヨこおいて、幼

児期に親しんだ活動を取り入れたり、分かりやすく学びやすい環境づくりをしたりすることで、子供

は安心して小学校でのスタートを切ることができます。また、先生や友達と関わる活動を通して、出

会いの喜びや学校の楽しさを感じることができます。こうした安心や楽しさは、小学校での生活の

支えとなり、いわゆる/」 1ヽプロブレムなどの予防や解決にもつながります。

天沼小学校では、近隣の4つの保育園と連携

し、児童と園児が関わる活動を3年生が行つて

います。6月は、3年生が手をつないで、学校案

内を行いました。園児に分かる言葉で校内を

案内し、歩く速さも園児に合わせました。最初

ぎこちなく園児と接していた子供たちも、慣れ

てくるにしたがって園児と自然に関われるよう

になりました。

10月 は、「わくわく図書館」の取り組みを行い

ました。3年生が1人 4冊絵本を選び、園児に読

み間かせをします。絵本の持ち方や読み方、間

の取り方などを学校司書から教わり、練習して

本番に臨みました。絵本の読み聞かせの後は、

園児に感想を聞いたり、天沼小学校の図書室

を案内したりしました。

●一η
）

2月 は、国語の学習に関連して、天沼小学校

の行事の紹介を行う予定です。来年度入学じ

てくる園児に天沼小学校の魅力が伝わるよう

に準備をしていきます。子供たちは話題を決め、

どのような説明をするかを話し合い表す。園児

にも分かりやすく、天沼小学校に入学するのが

楽しみになるように準備していきます。園児の

みなさんも3年生と 1、 2学期に仲良くなつてい

るので、安心して活動できることでしょう。

幼 保 71ヽ 連携教育を通じて、3年生は、園児

への思いやりと優しさを発揮し、相手に合わせ

て行動する気遣いの大切さを学びます。また、

園児にとっては、「学校は楽しいところで、親切

な上級生がいる。」ということを実感し、入学ヘ

の期待をもつことができるようになり誅す。
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こう蒸D キャリア教育
気 がく肌

3.
天沼小学校の3年生は、お店番体験を通して、「l‐mく こ
ととは」「働くときに大切なこととはJを学びます。教会
通り商店会の協力を得て、実際にお店で働く学習です。
体験するお店にインタビューをしたり、接客の練習を
したりして本番を迎えました。当日は緊張しながらも、
お客様とのやり取りを楽しみ、張り切つて活動する様
子が見られました。将来、社会の中で自分の役害Jを果

たし、自分らしい生き
方を実現するための
一助となればよいと
考えています。教会通
りの皆様とも繋がり
ができました。この良
い関係がいつまでも
続くことを願います。

4年生では、一年を通し、福祉について学びます。国
語の教材から発展し、点字について学び、実際に視覚
障害のある方にこ来校いただき、お話を問いたり、点
字を教えていただいたりしました。また、ユニバーサ
ルデザイン(UD)に ついても、各々がテーマをもつて
調べ、発表し合いました。最後には、L XlLの 出前授業
で、町の中の施設の中に工夫されているUDについて

考えたり、話し合つたりす
る活動を通し、理解を深め
ました。「UDは 、特別な人
のためだけの工夫ではな
く、年齢、性別、国籍などを
問わず、誰もが安全、簡単
に使えるものであるJこ と
が心に亥Jま れました。

今学期は、2回 目の品評会からのスタート
となりました。1回 目からの反省を生かして
臨んだ今回は、本気で商品開発に向かう子
供たちの姿勢がありました。社長 副社長も
決まり『株式会社シェイクハンズ』として、商
品開発や販売に向けての活動を活発に行
つています。商品開発の話し合いは、意見
がぶつかり合う場面もあり、「よりよい商品
をお客様に届けよう」という熱い思いで、一

人一人が活
動していま
す。販売 日
は後日お知
らせします
ので、今年
の商品もご
期待くださ
し` 1

ず
畿』 感 」 J

社会科見学では、午前に東京地方裁半」所にて裁半J傍聴をし、午
後は国会見学でした。事前学習として弁護士の小関先生に「裁
半Jと は何かJや「裁半Jの しくみ」について教えていただき、裁半」傍
聴をしました。東京地方裁半」所内の張りつめた空気にとても緊
張していました。「罪を犯すとどうなってしまうのか」ということ
を肌で感じたことで、これから生きていく社会の中での「自分の
行動の責任の重さ」について深く考えるよい機会となりました。

こだま学級では、キャリア教育の実践として、「ベットボ トルキャッププロ
ジエクトJを 行つています。通常の学級にキャップを回収しに行き、それを天
沼中学校に届ける活動を通 して、進んで自分の仕事に取り組もうとする態
度を身に付けていきます。このキャップを回収することで、医療用ワクチン
に代えて、多くの命を救うことができます。また、ごみを焼却した場合の二酸
化炭素も減らすことができます。地域や社会とつながり、世界の子供たちの
役に立っているこの活動が、こだま学級の子どもたちは大好きで、一生懸命
行っています。

Fユ 再生紙使用
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